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INFORMATION　活動報告

シンポジウム
「リニア時代の名古屋のまちづくり」

2016/2/12

名古屋都市センターでは、2027年のリニア中央新幹線の開業
に向けて、名古屋はどうあるべきかについて「スーパーメガリージョ
ン研究会」を設置し、議論を重ねてきました。研究会の取り組み
の一環としてシンポジウムを開催し、第１部の基調講演では㈱電
通の白州達也氏と名古屋市住宅都市局の黒田昌義氏よりご講
演頂きました。第２部のパネルディスカッションでは、フリーアナウン
サーの佐井祐里奈氏のコーディネートのもと基調講演のお二人に
日本福祉大学の後藤澄江氏と三菱 UFJリサーチ&コンサルティ
ング㈱の加藤義人氏にも加わって頂き、リニア時代に向けた名古
屋のまちづくりについての提案や、来場者・Ustream 視聴者など
から頂いた意見も紹介しながら、活発な意見交換が行われました。
最後にスーパーメガリージョン研究会の座長でもある中京大学の
奥野信宏氏より、スーパーメガリージョンの課題と名古屋の重要性
などの総括コメントを頂き、閉会しました。

まちづくり講演会の開催
2015/12/9

元総務大臣の増田寛也氏を講師にお迎えし、講演会『人口減
少社会における地方の取り組みと目指す姿』を開催しました。増田
氏より、人口の将来推計や、地方から東京圏への若者の流出に
関する説明とともに、「データで見えてくることを危機意識として捉え
ることが重要」とのお話がありました。そして、「子育て環境の整備
を日本全体で広める必要がある」こと、また、「リニア中央新幹線
の開通など、地域にとっての大きな変化をしっかり分析して、地域
の強みとして取り入れていく必要がある」ことについて語られました。

参加者の多くは名古屋市内在住の年配者でしたが、中には学
生や県外からお越しの方もおり、熱心に講演を聞いていました。

アーバン・アドバンス６５号（H27.10）
が発行されました

アーバン・アドバンスは、まちづくりに関
わる広範囲な人 の々寄稿、都市センター
の研究成果、名古屋のまちづくりの情報
などを掲載しています。

今号のテーマは『「道」のデザイン』です。
本格的な成熟社会の到来を迎え、

既存の施設の質的向上や有効活用が
求められています。道路空間において
は、各地で「道」の新たなあり方をデ
ザインする取組みが始められています。そこで、今号では『「道」
のデザイン』をテーマとして、道路空間の新たなあり方や「道」
とまちづくりの関わりについて取りあげています。

賛助会員施設見学会
2015/11/13

平成27年11月13日（金）の午後に、三重県桑名市にある六華
苑と諸戸氏庭園の見学会を、庭園の秋の一般公開期間にあわ
せて行いました。

六華苑は、山林王二代目諸戸清六の邸宅で、鹿鳴館を設計し
たイギリス人ジョサイア・コンドル設計に
よる４層の搭屋をもつ洋館と、その壁
に接してつながった和館や池泉回遊
式庭園などがあります。

諸戸氏庭園は、初代諸戸清六
の御殿や菖蒲池を中心として回遊
式庭園等があります。
どちらも国の重要文化財という貴重

な建物等を、歴史案内人の方の説
明を受けながらの見学でしたが、見
学会の最中は参加者からの質問や
意見交換等が活発に行われました。

SNS での情報配信
　

◆まちづくり活動支援 facebook
センター主催の事業やまちづくり活

動団体のイベント情報などお知らせし
ています。

◆中川運河助成 ARToC10　facebook・Twitter
中川運河の魅力向上につながる

現代アートへの助成「中川運河助成
ARToC10」の最新情報を見ること
ができます。

指定管理者制度、公共施設の管理・運営
イベント運営の総合プロデュース企業
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